
歳出比較分析表(平成20年度普通会計決算) 鹿児島県 垂水市

経常収支比率の分析
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※１　本レーダーチャートは、当該団体と類似団体平均値より算出した偏差値をもとにチャート化したものである。（偏差値は平均を100としている。）

　２　当該団体の八角形が平均値の八角形より外側にあるほど、歳出抑制等により財政構造に弾力性があることを示している。

　３　類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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■人件費
　 人件費に係る経常収支比率については、職員給与等の一部カット等により歳出削減に努めたが、消防職員の
人件費を加えていることや、団塊世代の大量退職による退職手当の増のため、類似団体と比較すると高い割合
となっている。
　今後についても財政改革プログラム及び新定員適正化計画を推進し、給料、報酬、手当の抑制、見直し等を行
い人件費削減に努めていく。

■物件費
　　 物件費に係る経常収支比率については、平成15年度以降、類似団体平均を下回っている。各事業の内容に
も起因すると思われるが、財政改革プログラムに基づき、事務経費の節減や施設の維持管理経費の節減等に
取り組んでいることも主な要因である。今後も、更に徹底したコスト意識を持ち、更なる経費節減に努める。

■扶助費
　　扶助費に係る経常収支比率については、依然として類似団体平均より高い割合となっている。全国平均を上
回る高齢化率（34.7％）であること等、本市の歳出全体額の中でも扶助費は14.3%の割合を占めている。
　　これまで、国、県の制度を上回るサービス及び市単独の扶助費については、効果を精査し、削減、廃止等の
見直しを行ってきている。平成17年度大幅に伸びているのは、三位一体改革により老人保護措置費の国庫補助
金が交付金化され、経常経費充当一般財源が増加したことである。

■補助費等
　　補助費等に係る経常収支比率については、広域消防負担金がないこと等により、類似団体平均を大きく下
回っている。今後も財政改革プログラムに基づき、謝金等の報償費の見直し(協議会・審議会・各種委員会の必
要性の精査や人員の適正化等)、 市単独補助金の見直し(必要性・有効性を精査し、効果の薄いものの削減や
統廃合等）、また、負担金の見直しに努める。



人件費及び人件費に準ずる費用の分析
人件費及び人件費に準ずる費用

人口1人当たり決算額
当該団体（円） 類似団体平均（円） 対比（％）

人件費 2,116,579 116,835 86,128 35.7
賃金（物件費） 82,364 4,546 5,108 ▲ 11.0
一部事務組合負担金（補助費等） 6,591 364 6,398 ▲ 94.3
公営企業（法適）等に対する繰出し（補助費等） - - 1,409 -
公営企業（法適）等に対する繰出し（投資及び出資金・貸付金） - - - -
公営企業（法非適）等に対する繰出し（繰出金） 129,635 7,156 3,186 124.6
事業費支弁に係る職員の人件費（投資的経費） 164,372 9,073 1,799 404.3
▲退職金 ▲ 308,697 ▲ 17,040 ▲ 11,195 52.2
合計 2,190,844 120,934 92,833 30.3

参考
当該団体 類似団体平均 対比（差引）

人口1,000人当たり職員数（人） 12.64 9.46 3.18
ラスパイレス指数 101.1 95.8 5.3

公債費及び公債費に準ずる費用の分析
公債費及び公債費に準ずる費用（実質公債費比率の構成要素）

人口1人当たり決算額
当該団体（円） 類似団体平均（円） 対比（％）

公債費充当一般財源等額
（繰上償還額及び満期一括償還地方債の元金に係る分を除く。）

1,451,367 80,115 63,504 26.2

満期一括償還地方債の一年当たりの元金償還金に相当するもの
（年度割相当額）等

- - 28 -

公営企業債の償還の財源に充てたと認められる繰入金 119,235 6,582 19,951 ▲ 67.0
一部事務組合等の起こした地方債に充てたと認められる補助金又
は負担金に充当する一般財源等額

21,803 1,204 5,160 ▲ 76.7

債務負担行為に基づく支出のうち公債費に準ずるものに充当する
一般財源等額

24,929 1,376 2,433 ▲ 43.4

一時借入金利子
（同一団体における会計間の現金運用に係る利子は除く）

- - 18 -

▲地方債に係る元利償還金及び準元利償還金に要する経費として
普通交付税の額の算定に用いる基準財政需要額に算入された額

▲ 921,437 ▲ 50,863 ▲ 52,946 ▲ 3.9

合計 695,897 38,413 38,148 0.7
平成21年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体については、「-」としている（以下の項目について同じ。）。
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※参考　実質公債費比率及び起債制限比率の推移
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普通建設事業費の分析

普通建設事業費

当該団体(円) 増減率(%)(A) 類似団体平均(円) 増減率(%)(B) (A)-(B)

2,036,362 104,767 26.5 70,938 ▲ 16.9 43.4

うち単独分 862,619 44,380 11.4 35,063 ▲ 20.7 32.1

817,588 42,518 ▲ 59.4 64,690 ▲ 8.8 ▲ 50.6

うち単独分 409,791 21,311 ▲ 52.0 39,427 12.4 ▲ 64.4

970,883 51,530 21.2 65,235 0.8 20.4

うち単独分 608,599 32,302 51.6 35,265 ▲ 10.6 62.2

986,313 53,493 3.8 56,233 ▲ 13.8 17.6

うち単独分 727,173 39,439 22.1 32,240 ▲ 8.6 30.7

1,276,404 70,457 31.7 57,848 2.9 28.8

うち単独分 861,934 47,579 20.6 33,469 3.8 16.8

過去５年間平均 1,217,510 64,553 4.8 62,989 ▲ 7.2 12.0

うち単独分 694,023 37,002 10.7 35,093 ▲ 4.7 15.4
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